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（２）全人的苦痛
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Fiedlerによって提唱されたリーダーシップ理論。リーダーの有効性は個人の特性だ
けでなく状況との相互作用に依存するとする考え方である。リーダーのスタイル（人
間関係志向型・課題志向型）と、状況の好ましさ（リーダーと部下の関係、課題の構
造化、リーダーの権限）によって、どのスタイルが有効かが決まる。スタイルの変更
よりも、状況の調整によってリーダーと環境の適合を図ることが重視される。

全人的苦痛は以下の4つから成る。
・身体的苦痛
痛み、倦怠感、呼吸困難、吐き気、食欲不振など、身体の症状による苦痛
病気の進行や検査・治療の副作用によって引き起こされる苦痛
・精神的苦痛
診断・治療に伴うものや、体調が変化することで生じる不安、抑うつ、恐怖、孤独感、
絶望感などの感情的苦痛
・社会的苦痛
家族や友人との関係の変化、経済的な不安、社会的な役割の喪失などによる苦痛
・スピリチュアルペイン／霊的苦痛
人生の意味の喪失、死に対する恐れ、死生観、自責の念などで生じる苦痛
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